
1993. 2. 15 

No. 442 

目

＜大学の動き＞

井村総長，アメリカ合衆国訪問・…・・・…・・・・・・・・・・・・492

平成5年度入学者選抜学）J試験

（第2次学力検査）の志願状況・・・ －－……..... 492 

平成5年度入学者選抜学ブJ試験の
第l段階選抜状況ー・・・・・ーーーー・・・…...............493 

平成5年度侠療技術短期大学部

入学志願者状況…・・・………・・・・・・・……・・・…一－ 493 

言ト報………・・・・・・・・・ ー・ ー・ぃ … －－… ・・・・ ・・・・・・・ 494 

ム
ノム

、，h
〆i、

京 都 大学広報委員会

日言ち・・・…・・・……－－－ 一 ・ーー ・・ ・・・・ ・・ ・－－－－－ 495 

＜紹介＞

放射線生物研究センター・・・・ー・・……・・・・・・・・・・・・・…495

＜随想＞

近況と雑感

名誉教授喜多秀次・・・・・・497

＜コラム＞

舞台裏のギャングスターズ

工学部教授西川脚－・・・・・・498

-491-



No. 442 京大広報

＜大学の動き＞

井村総長，アメリカ合衆国訪問

井村総長は 1月23日から日米医学協力委員会出

席のためアメリカ合衆同へ出張し， 1月28日帰国

しfこ。

今回の同委員会への出席は外務省の依頼により

医学関係分野の協議を行うためのものであるが，

この機会に医学分野を中心とした高等教育，学術

研究の現状等について両国の出席者と立見を交換

した。
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平成5年度入学者選抜学力試験（第2次学力検査）の志願状況

志願票の受付は， 1月25日（月）から 2月2日伏）までの聞に，各学部で行われた。

学部別の入学志願有数は，次表のとおりである。

（参考）ヂ成 4 :If I支

総合学人問学部 l 前e期~文理部：系系＇. ；募集人：民：ベ；志願将：：~数9 人 倍： ： ~率 募集人口人『ぶ願者数 ｜倍 率人

f変 Wl 20 302 15.l 

前期 205 664 3.2 205 719 3.5 
文 子.. ~. 剖lト一一 4”・・ ・...，，ー・・・・F ’4・・・・ 4”” 4・． ..ーー，....・b・b・4・・－ ーー・・・..ー＋『’ー・..‘ 4・.

後 期 35 502 14 .3 35 462 13.2 

前期 50 207 4 1 50 210 4.2 
教育学部 トー －・・・・ ．．．．，．．，，． －．．．，，晶・ ， ． ．， ...... . －・， ー・・b・b・ーー .・－ -.』・...』．

後 J羽 20 166 8.3 20 195 9.8 

両方 j羽 350 1,030 2.9 350 1,178 3.4 
法 二J千ν ;',ii ト一一 ーー－－－－－－・・ーー ー－－－・・ー ・．． ．－ーー－－・． ・・・ー・ーー ー ー， －－・ー，，－－－，，司

後 WJ 60 740 12.3 60 757 12.6 

前期「叶主」 170 581 3.4 170 558 3.3 
----－ーー ・・・・・ー．． ー．・ーーーーーーーーー ーー ・ー．『...，ー，，，－－－－－－－ －－－－－－’一宇 -－炉，，．．－．．．．‘一・・・ー・． 晶・ー・・・－－－－－－・

経済学部｜ ,, 「論文」 60 410 6.8 60 431 7.2 
－ーー－・・ー ー．．，．ーー・ a ・・・・・・・・・・・． ．．， ーーー，『...・－－－－－－－・ー ーーーーーー ，ー 』 『”・，．．． ・．．．．．
後 期 40 521 13.0 40 449 11.2 

1l1J 期 294 918 3.1 294 1, 139 3.9 
理！ 学 部 卜一一一一一一一一一 －ーー・ーー・ーーー・・・ ・・ ーーーーー・ーー－ー由自国直圃畠・ ・ー －－－・，，，，，，，，ー，， ．，．『－－－－－－－－－－－－ ---• ．．”・ー・・ ・

fま 期 32 1,108 34 .6 32 1、602 50.1 

前 期 90 415 4.6 90 403 4.5 
医 AザXー． 部｝ ー ・・・－・『F’・． ‘・．．． ...』ーー・． ． ． ＋・・・・－・ー－－－－－－ --- －ーー・ー－‘ ーーーー・ ---.』．．・『・－－ー－・．．．

後 Wl JO 333 33.3 10 279 27.9 

前 期 60 164 2.7 60 187 3.1 
薬 学 苅iトー ー・b ，・.』 ・4・－－－－－・－ー－ -. ・色． ---------- ・．－．．． ，・・・・・・・・・・・・ー

f表 期 20 277 13.9 20 249 12.5 

前期］ 947 2.654 2.8 947 2,482 2.6 
工 学 部 卜一一一 －・・・・－－－－－－・....，，一 ー，b・b・....』ー＋・b’＋ー・b •• 

f表 期 113 1,344 11. 9 113 1, 195 10.6 

前期j 260 712 2.7 260 672 2.6 
M 学

部 I"f主点 ・・－・－ －－圃圃『－－－－－－－ ー・・，，－－’・ーー ・， .. ’H’・・－－・・・.・..・ー・・， 『，， ・‘・・ 4・...・ －・．．．．守
65 929 14. 3 65 674 10.4 

止Zコ為 3,011 14 '525 4.8 2,881 13 841 4.8 
4・..・－－－－ーーー－ー，・－ －・ ．．．．．．．．．ーーー・．－ー－・ ・・・・一，ー 晶『・・・ -- －－－－－－・．
前 J~J 2,596 8,303 3.2 2.486 7,979 3.2 

・・・・・・・・・・・－－－－ー.. ・.. ・－・ー－ ー．・，．晶’－・ 晶ー－ーー－・・ a - －’ －－－ー－－ー ー・ E・E・E・晶． ー..・－－－－－－－－ -
後 期 415 6,222 15.0 395 5,862 14. 8 

(i主） 法学部（後期日程）と経済学部（｛愛知l日程）との募集人員には，「外国学校出身者のための選身」の募集人
民20名以内と10名以内とを含む。また，附学部の志願者数には，｜司選考試験志願者62:¥1と46名とを含む。
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平成5年度入学者選抜学力試験の第1段階選抜状況

平成 5年度入学者選抜学力試験の第 1段階選抜が行われ，2月10日（水），志願者に通知された。学部別

の受験予定者数は次表のとおりである。

また，第2次学力検査は同表に記載の試験場で行われる。最終合格者の発表は， 3月9日ω（前期日
程試験）と 3月23日ω（後期日程試験）の正午に各学部ごとに行われる予定である。
3・J：子 日

総合人 lllJ学部

文 寸二 部

教 n 学 部

法 己主 部

経 1斉 学 宮古

理 ’守.－v.じ． 部

医 土兵 部

薬 q. 部

工 t与 部i

r忌MI: 主主 剖l

fi b、

部i 程 第2次学力検査試験場募集人民

55人

受験予定者数

282人｜総合人間学部前期〔文系〕

正午~~··＋ ··~｝··＋ • －~！·6 ···-j-- ・・> 
・・fi ---:--1・・ －－－~~－i --·-1-- ·－－~~~ － ・-!---:'. ... ~－－~－·；手3
前… j明 50 198 I総合人間学部

後 期 20 

350 

159 I ,, 

ll市 期 i ,o3o I法 ・経済学部
住 玩 r・・・・・・・・・・・ー一一白・・・1一一一ーーー－－－・・5:i6-r・ 一
前期l「ー般」｜ 170 I 581 I総合人 間 学部

。「論文」 I 60 I 270 I 

後 J約 40 405 I法・経済学部

前 期｜ 294 I 888 I関西文理学院

後 期 1 32 I 1,078 I総合人間学部

前期 1 90 I 377 I医学部

後期｜ 10 I 27s I ,, 

－－ ~~－ 勾｜ 一 一一叩←J...ーー一一一一ー！日．｜手一－－竺ーーー型．

--:-・ --:---1-- ---ii－~－－－＋ -- t~！－i ·---1· z：ミ竺3
部I 期 711 I農 .-u. 

：子 部260 
後 ー前｜ーーー一一一ι・・r・宇 ーーー...6長一｜一ー .... ~；－ －一一 ー

JI I 3 011 I 13 229 _I_ 

前期｜ 2,596 I 8.064 

後期｜ 山｜ s 165 T 
（注） 法学部（後期日校）と経済学部（後期口程）との受験予定者数には，「外国学校出身者のための選考試験」
の第l次選考合格者341'，と26名とを含む。

平成5年度医療技術短期大学部

入学志願者状況

平成5年度医療技術短期大学部入学者選抜試験

は， 3月4日（木）と 5日闘との両日に実施される

が，入学願舎の受付が2月l日（月）から 2月8日（月）

まで行われた。

学科別の入学志願者数は，次表のとおりである。

学 科 募集人員 志願者数 倍率

看護学科 80人 194人 2.4 

衛生技術学科 40 272 6.8 

理学療法学科 20 171 8.6 

作業療法学科 20 114 5.7 

言十 160 751 4.7 

（医療技術短期大学部）
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浅山亮二名誉教綬

本学名誉教授浅山亮二先生は， 1月19日逝去

された。享年88。

先生は，昭和3年京都帝国大学医学部を卒業，

同医学部副手，助手，同大学大学院学生，講師，

助教授となり，市立神戸市民病院，高松赤十字病

院，北京中央病院，国立京都病院の各病院の眼科

医長を経て，昭和25年京都大学医学部教疫に就任

され，眼科学講座を十日任，同43年停年により退官

され，京都大学名誉教J受の称号を受けられた。こ
の間llH利40年1月からii'i]43年3月まで医学部附属

病院長並びに本学評議員を歴任され，大学の管理

運営に貢献された。

本学退行後は，昭和43年8月から同50年7月ま

で大阪北逓信病院長を務められ，同病院の管理運

営と発展に尽力された。

先生は，眼科学において数多くの顕著な業績を

挙げられ，常に斯学において指導的な役割を果た

された。まず，視機能とビタミン 81並びをホル

モンに関する研究，網膜i活動屯位及び視束活動電

位測定を主とした電気生理学的研究，また，ラジ

オアイソトープによる生化学的研究，さらには電

子顕微鏡による網膜の形態学的研究を飛躍的に発

展させられた。また， H艮内炎症の発生機序，経

過，治癒機転等を明らかにした阿則的な研究が各

方面から絶賛された。また，臨床研究としては，

網膜剥離の手術療法の改良，進歩，発展に努めら

れ，我が国の治療水準を世界のいずれの固に比し

でも劣らぬほどに向上せしめられた。

この間， 日本眼科学会， ビタミン学会，日本形

成学会， 日本移植学会，日本精神神経学会，日独

文化研究所等の理事あるいは評議員を務められ，

また昭和40年9月に第4回国際 ERG学会が日本

で開催されるに際し，会長として活躍されるなど

学会の育成，運営，発展に尽力された。

これらの功績により，昭和49年11月，勲二等旭

日重光章がJ受与された。
ここに護んで哀悼の意を表します。

（医学部）

新家浪雄名誉教授

本学名誉教綬新家浪雄先生は， 1月23日；逝去

された。享年88。

先生は，昭和3年京都帝国大学理学部（刷物学

科）を卒業後，大学院を経て， H併nu年同大学理

学部講師，昭和16年助教授に就任， un和18年教授
に昇任され，植物学教室一般細胞学講賂を担当，

昭和42年停年により退官され，京都大学名誉教授

の称号を受けられた。この間，植物学の研究・教

育と後進の指導にあたられ，京都大学評議貝をは

じめ多くの委員を務め大学の管理運営に尽くされ

た。また学外では，日本植物学会評議貝，日本細

胞生物学：会評議μ，学術審議会専門委J~，教科用

問詐検定調査審議会調査貝などを歴任された。

先生は，本学を退官後，昭和49年3月まで甲南

大学教授を勤められ，この間，教養部長，理学部

長などを暦任された。

先生の専門は，植物細胞学であり，細胞化学的

研究，細胞の形態及び超微細構造に関する研究で

優れた業績を挙げられた。学界における細胞核研

究の初期に，遺伝物質の染色糸構造としての恒常

性を示され，また全国に先がけて放射性同位元素

トレーサ一法を導入した植物核般の研究を行われ

た。さらに電子顕微鏡技術をはじめて組物細胞の

微細構造解析に用いた先駆的研究を民間され，こ

れによって得られた「植物界には4つの型の光合

成器官が存在する」との新知見は，今日行われて

いる植物分類の基礎となっている。

これらの学術上の功績，学問を通じての社会的

貢献により， ll(j和49年に勲三等j也日中綬f,!が綬与

された。

ここに諮んで哀悼の意を表します。

（理学部）

堀井五十雄 名誉教授

本学名誉教授堀井五十雄先生は， 1月26日逝

去された。享年88。

先生は，昭和4年京都帝国大学医学部を卒業，

同医学部助手，講師，助教授，満洲国立佳木斯医

料大学教授を経て，昭和17年再び京都帝国大学医

学部助教授となり，同22年間医学部教綬に就任さ
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れ解剖j学第二講座を担任，同43年停年により退官

され，京都大学名誉教疫の称号を受けられた。こ

の間昭和35年 3月から同36年6月まで本学評議

員，阿部年6月から同40年6月まで医学部長を歴

任され，大学の管理運営に貢献された。

本学退官後は，岐阜歯科大学 （現朝日大学）教

授，学校法人大阪医科大学理事並びに相談役，学

校法人朝日大学理事，学校法人大阪医科大学理事

長を務められ，それら大学の運営と発展に貢献さ

れた。

先生は，解剖学特にリンパ学に閲する研究にお

いて多大の顕著な業績を挙げられた。即ち，個体

発生学的並びに系統発生学的にひろくリンパ球及

びリンパ組織の研究を行い，リンパ球の構造と機

能並びに動態，リンパ節の構造，機能，分化を解

明し，貴重な新知見を多数発表された。主な著書

に『リンパ球に閲する研究』，『リンパ節の分布と

発生』，『リンパ ・リンパ球』などがある。

また，日本解剖学会をはじめ日本脈管学会，網

内系学会の理事または評議員，日本学術会議会員

第七副部長，文部省医学視学委員，大学設置審議

会基準音II医学分科会委員，科学研究費等分科審議

会委員，厚生省医師試験審議会審議部会委員，薬

剤師国家試験委員，大学基準協会医学専門分科会

委員，日本医師会医学研究委員会委員などの要職

を歴任された。

これらの功績により，昭和50年4月，勲二等瑞

宝章が授与された。

ここに諮んで哀悼の立を表します。（医学部）

...............................・・・・・・”“・・・・・・・・.............

日 吾士IJ'C• 

(1993年1月1口一 1月31日）

1月4日 新年名刺交換会

12日評議会

16日一17日 大学入試センタ一試験

18日 中華人民共和国北京大学 経豪才副校長

来学，総長及び｜羽係教官と懇談

20日 国際交流委員会

21日 総長，職員組合との交渉に出席

23日 総長，日米医学協）J委員会出席のためアメリ

カ合衆国を訪問 （28日まで）

25日 附属図舎館商議会

29日 学位授ワー式

同和問題委員会
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＜紹介＞

放射線生物研究センター

本センターは，日本学術会議の勧特 （昭和43

年）に基づき，全国共同利用の研究施設として昭

和51年に本学に設託されたもので，「放射線は生

命にどう働くか」という課題を研究し，それを新

しい生命科学にまとめ上げることを目的としてい

る。現在の部門構成は，放射線システム生物学研

究部門，突然変異機構研究部門，晩発効果研究部

門の3固定研究部門と，核酸修復客員研究部門，

放射線類似作用客員研究部門の2客員研究部門か

らなっている。

放射線のエネルギーは原チの構成要素で、ある＇rJL

道電子の結合エネルギーに比べてはるかに大き

く，生体を構成する原子や原子聞の結合を容易に

破壊し，生体の高分子に重大な摘傷を与える。生

命の歴史の中にあって放射線は生物の誕生や進化

の重要な原動力となってきたが，いったん完成さ

れた生物に対しては放射線はその系を乱すものと

して働く。このような放射線の性質は，がんの放

射線治療，輸血や臓器移植の時の免疫抑制，放射

線滅菌，農作物の発芽防止， 植物の品種改良など

われわれは多くの分野でその思恵を受けている

が， 一方で、この性質が発がんや子孫に伝わる遺伝

的な変化の原因となって重大な有害効果をもたら

すことも事実である。進化の過程で生物は同時に

遺伝物質にできた傷をなおし，その有害作用から

逃れる仕組みも獲得している。また最近になり，

米国ケネディスペースセンターでスペースシャ トル打
ち上げ前のショウジョウパエ試料についての説明風景

写真右より，毛布l衛，土井隆雄，向井千秋各宇宙
開発事業団宇宙実験終来部員，池永i前生教J受（放射線
システム生物学研究部門）
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生物は微弱な放射線に対しでも鋭敏に反比、して

いることが分かつてきた これらは，進化の過

程で狼符された生体防護の機構として生命科学

の重史認題であり，放射線生物学は新しい展開

を見せている。

放射線作物学は，このように本質的には概め

てJt.礎的な研究分野である。また，学：際的な学

問領域であることも特徴であり，放射線そのも

のの物理学的理解をはじめ，化学，生化学，遺

伝学，医学，莱ー学， ｜学，農学などの！よい分野

にわたる境界領械を Jr~絵としており，各分野の

研究将の協）Jと交流なくしては強）Jに研究を推

進することが困難である。本センターが全同共

lr•J 利用施設として＂立附された1~はにはこのよう

な放射線生物学の学際性がある。

本センターでは．令国共lriJ利用活動の ー環と

しての公~~による米所研究の受け入れ，同｜努 ・

圏内シンポジウムやワークショップによる研究

交流出動．特日研究店II門を巾心としたプロジェ

クト研究のほかに．固定研究部門が十111王に協力

しながらセンター固有の研究が行われている。

最近の研究からトピックスをあげ，各研究；~·Ill司

のiミな研究｜人l符を紺介する

放射線システム生物’下{i)f究却門では，放射線

や化学物質などで作られる DNA1U傷の修復機
構に｜刻する研究を行っている。また， 21世紀を

l悦んだ新しい放射線生物学の課題として，＇ f・1ri 

放身、JMil のとt物影苧~の研究にも取り組んでいる。

i最近では，平成4年 9JJ 12日に打ち上げられた

スペースシャトルのエンデパーに約13.000匹の

ショウジョウパエを椛依し，宇宙飛行の影響で

生じる突然変異を観祭した。その結果，宇宙か

ら帰還したハエについては，孫の代に現れる伴

性劣性致死突然変異の頻度が高くなることを見

いだして大きな話題となった。

突然変異機構研究部門では，突然変異が起こ

る仕組みゃ突然変異と発がんの関わりについて

の研究が行われている。紋近では，発がんの引き

金となるがん抑制遺伝チの突然変異が父税出米

の遺伝チに偏って起こるという新しい現象が明

らかとなった。また，細胞が微弱な放射線に応科

して突然変異耐性となる場合の情報伝達路と耐

性披仰の機構に関する研究も進められている。

晩発効果研究部門では，ヒトのがん細胞に対

するリンパ球の免疫学的認識と傷害機構につい

ての分子生物学的研究が進められている。最

-496 

近， リンパ球の一絡が作る強ノユながん細胞殺傷

JJを持つタンパク質の分離に成功した。このタ

ンパク質のがん細胞殺傷）Jは強）Jであり，臨床

応用の面からも大きな期待が寄せられている。

また，この細胞傷害過程ではリンパ球に新しい

シグナルが伝達されることも判明し，その遺伝

チの解析を行っている。ー｝j，放射線を合む

楯々のストレスは生体の免佼）Jを低下させ，発

がんを促進させる。現紅，医学的のみならず社

会的にもn；日を集めている慢性疲労症候群にも
ストレスの｜刻 lj.が示唆されており，その病I~ の

解明と治療法の研究を行っている。その結果，

この病気では神経，｜付分泌．免疫系のキIP1；作

月j，情報伝達に異常があることが明らかになっ

た。さらに，この県常を免疫学的に改持させる

ことによる新しい治療法の確立に成功し，忠訴

に大きな思忠をもたらしている。そのほか，放

射線傷害の防占物質，発がんや加齢の促進な

ど，被曝後，長期l問を経て発現する｜匁古と免佼
の関係など，放射線の晩発効果の防護について

研究がなされている。

る：員研究部門は，センターのいl定研究部門の

みでは対Lιが雛しい比較的人；砲のプロジェクト
や緊急を梨する課題についてプロジェク卜研究

を設定し，センターの同定研究部門と協力して

推進するものであって，センターの活動を拡大

して運用する主要な研究部門である。現在進行

中のプロジェクトには「寸：Iii環境における放射
線の遺伝的効果」（核椴修復客員研究部門），

「ljl_クローン抗体を用いた DNA損傷とその修復

の定法解析」（核酸修復答貝研究部門）および

「メダカを用いた突然変異検／］＇，系の開発」（欣射

線煩似作用客只研究部r'nがある。
本センター設v：以来，共同利用活動の a環と

して量点的に進められてきたシンポジウムや

ワークショップによる研究交流活動は，人型機

慌を持たない全同Jtlol利用施設のユニークな共
H利用活動として園内外の研究符に尚く評価さ

れている。広い範聞にわたる研究分野を取り込

みながら，分子レベルから動物完験，さらには

ヒ卜集同のlllJ組や臨床面での課題も合めて－rt
して系統的に研究を行う本センターの共同利用

活動を通して， Tりf究者問の述J路と，｜
発化し，ぺ毛問のl放射線生物学ならぴ、にこ閑述分野
の研究の発反に寄与したいと」fえている。

（放射線生物研究センター）
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